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2022年6月17日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：斎藤　慶大
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・教育委員会より　今年度の医療福祉学会は、11月3日に予定通り計画している為、演題を募集します。各部署で研究に取り組みましょう。演題提出締め切りは6月22日(水)までに延期となりました。

· 7/4～8/26 東北メディカル学院のOT実習生の研修あり。
· 第2回法人研修　　レポート提出期限： 令和4年6月20日から6月30日まで
　　　　　　　　　内　容：「個人情報保護について」
　　　　　　　　　講　師：診療情報・個人情報等管理委員会　委員長　日沢　理乃
＜利用者様情報＞
デイケア
・小野寺　ノリ様～担当ケアマネ「サンパチ」小泉氏より入電あり。左足趾の皮膚状態が改善し、疼痛も無く、自力歩行も出来ているとの事。入居先の「いなほ荘」では日中活動が無い為座って過ごす事が多く、認知機能の低下予防の為にもデイケア利用を再開したいとの事。食事についてデイケア利用時は軟飯・刻みであったが、いなほ荘では常食（おかずは一口大で対応）を摂取しているとの事で、まずは常食で様子を見て欲しいとの事。6月20日（月）より青月・水の週2回で青陽館の送迎にて利用再開する事としている。

・寺沢　彩様～就労事業所の所長とのLINE連絡が途絶えた事の不安や不満を感じており、そのことを他メンバーに相談した際に言われた返答に苛立っているとのことで、就労先でも集中できずデイケアに来たがっているとのこと。

ショートケア
・竹洞　聡子様～本人より入電あり。冴えない声で「ここ2～3日アカシジア症状が出て…。じっとして居られないんです。」と話している。夜間の睡眠も断続的で3～4時間程眠って中途覚醒し、また数時間眠る為熟睡感がなく疲労感が強いとの事。主治医面談時に相談するように促し、終話している。本日は疲労感が強いとの事でショートケアは欠席となる。

デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。

＜カンファレンス情報シート＞
実施日：2021年　6月18日（金）13：30～14：00

　　担当：鳥谷部

検討内容　

	氏名
	三浦　なつみ様
	性別
	女
	年齢
	54
	生年月日
	S42.8.18

	主病名
	不安障害
	合併症
	神経症

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得   4、対人関係の改善
2､ 情緒/感情面の安定化　　5、作業能力/持続性の向上
3､ 意欲/活動性の向上　　　6、病識を身につける

	本人希望
	・体力づくり
・マナーやコミュニケーション能力の獲得

	家族希望
	本人の希望に沿いたい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	なし
＊令和4年4月18日～月・水・金：ショートケア開始。

	その他サービス利用
	なし

	住居：本人と母

	家族構成

本人と母の2人暮らし

	利用制度
	障害者手帳
	適応外
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


＜利用までの経過＞

2008年に父親を亡くし、全般性不安障害との診断になっていたが、その後通院はなかった。外に出られないようになり、しばらく引きこもり生活をしていた。2009年に当院に受診歴がある。2020年11月4日受診時、病気の事は親戚等周りには話しておらず、頑張ろうと思い奮い立たせてきたとのことだが、ふとしたきっかけで気持ちのコントロールが出来なくなると話す。

昨年10月、ドアーズ最終利用となっているが、その際、気持ちの落ち込みを相談しており、思考の整理をするようアドバイスを受けていた。実施したところ、子供の頃や学生時代、30年前の失敗などを思い出し、迷惑をかけてしまったことによる罪悪感や自責の気持ちが強くなり、「このまま生きていても仕事も出来ていないし、消えてしまいたい」と思ってしまう。また、その際、呼吸苦あり。特に、夜間急に思い出し、中途覚醒後、再入眠が困難な状況。入浴中にも出現し、入浴出来ないこともあった。親戚からの風当りもきつく、母様と2人孤立しているような状態。近所を歩いている時に住民から「仕事は？」と聞かれた際や、子供連れの幸せそうな家族を見ると、気持ちがざわつき、自信がなくなると話す。引きこもりの時期には社会とのつながりが持てない事や自身の人生を振り返って小さい事から発達障害に当てはまる部分が多く感じたという。過去に仕事をしていた時期はあったが人間関係を上手く築けずに職を転々としていた。2021年より診察時に青陽館利用の話が挙がっていたが、コロナウイルスへの感染が心配であり利用に踏み切れずにいた。2022年4月青陽館見学・体験利用を実施している。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	日中活動の場として、来所が継続できる。
	①不安や悩み事を相談する事が出来る。
	①不調を生じないように、不安や悩み事の相談が出来る。
	1 来所時は生活の様子
や体調を確認し、不安や悩み事について傾聴し、対応策を一緒に考える。

	
	②運動を行い、体力向上を図る。

	②エアロビクスに参加し、体力の維持、向上を図る。

	2 声掛けをしながら、無
理のないように促していく。


	
	③マナーやコミュニケーション能力の獲得
	③プログラムを通してマナー・コミュニケーション能力を獲得する。
	③発達障害のプログラムで対人関係スキルを学び、生活に生かす事が出来る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状

（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調を生じないように、不安や悩み事の相談が出来る。
	緊張感や不安感が強くなると金縛りになる事や悪夢を見て夜中に目が覚めてしまうと話している。通所してからは徐々に頻度は減っていると言う。
	他者交流で自分の発言が良くなかったのではないか気がかりになると、不調を生じやすい為交流状況、発言内容、表情を観察して、声掛けしていく。⇒プラン継続



	②運動を行い、体力向上を図る。

	利用当初はデイケアの往復が徒歩であったが、現在は帰りのみ徒歩にしている。エアロビでは意欲的に体を動かして取り組んでいる。声を掛けると、「張り切り過ぎる癖があるので、気になったら声を掛けて下さい。」との事。
	利用当初は頑張り過ぎている様子があったが、スタッフの声かけで徐々にペース配分が出来るようになっている。⇒プラン継続

	③プログラムを通してマナー・コミュニケーション能力を獲得する。
	主に気分障害・発達障害プログラムに参加。幼少期に物事をはっきり言い過ぎて嫌われた事や自分が病気に気付く前に就労した際に仕事を多く任されてパニックになった事、自身の発言で他者が傷つくのではないか不安があると言う。他利用者、スタッフの意見を聞きながら前向きに考えるようにしていると。
	プログラム参加で自身の特性や性格傾向に気づき、今後の対人交流で生かせるきっかけになっている⇒プラン継続


＜その他＞
· ロッカーの鍵がかかっているか、下足箱入れに靴を入れたかどうか確認する事はあるが、日課やプログラムへの支障はない。
・　体験利用できた利用者様へ話し掛けられ、困惑しながらも対応している様子が見られている。その後スタッフが声を掛けると「よく分からなくって…どう対応したら良いかなって困っちゃって」と話している。
余暇時間中、一緒に交流していた女性利用者様が精神不調を訴え早めに早退している。その様子を見て「私、何か言いましたかね？」「病気が違うから何て話しかけたらわからなくて…どういう話題が良いんですかね？」とスタッフへ質問をしている。早退した原因に関わっている可能性は低いと伝えるも、その後も質問を繰り返し不安感が強い様子。
